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は
じ
め
に

武
蔵
野
は
月
の
入
る
べ
き
山
も
な
し
草
よ
り
出
で
て
草
に
こ
そ
入
れ

茫
漠
た
る
東
国
武
蔵
野
の
風
景
を
詠よ

む
こ
の
和
歌
は
、『
続
古
今
集
』
所
載
の
和

歌
を
本
歌
と
し
た
詠
み
人
知
ら
ず
の
歌
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
随
筆
や
浄
瑠
璃
に
散

見
さ
れ
、
人
口
に
膾
炙
し
た
も
の
と
い
う

１
。
こ
の
歌
意
を
あ
ら
わ
す
図
、
す
な
わ

ち
一
面
に
広
が
る
薄す

す
き野

原
と
そ
こ
に
埋
も
れ
る
よ
う
に
沈
む
月
な
ど
を
あ
ら
わ
す

「
武
蔵
野
図
」
は
、
障
子
や
扇
面
、
蒔
絵
や
小
袖
雛
形
な
ど
、
多
様
な
美
術
工
芸
品

に
あ
ら
わ
さ
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
よ
く
知
ら
れ
る
も
の
は
、
屏
風
に
そ
れ
を
あ
ら

わ
し
た
「
武
蔵
野
図
屏
風
」
で
あ
る
。

武
蔵
野
図
屏
風
と
聞
け
ば
、
少
な
か
ら
ぬ
人
が
、
漠
然
と
で
も
そ
の
図
様
を
思
い

描
け
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
武
蔵
野
図
屏
風
の
名
を
冠
す
る
作
品
が
数
多
く
つ

く
ら
れ
、
多
様
な
図
様
が
今
日
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

例
え
ば
江
戸
東
京
博
物
館
は
、
二
件
の
異
な
る
図
様
の
《
武
蔵
野
図
屏
風
》
を
所
蔵

し
て
い
る
。
薄
野
原
と
月
、
そ
し
て
富
士
山
を
描
く
一
件
（
口
絵
４
、
以
下
、
江
戸

東
京
博
物
館
所
蔵
甲
本
と
称
す
）
と
、
富
士
を
描
か
ず
、
画
面
が
金
雲
と
薄
野
原
で

埋
め
尽
く
さ
れ
る
一
件
（
口
絵
５
、
以
下
、
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
乙
本
と
称
す
）

で
あ
る
。
甲
本
は
、
典
型
的
な
武
蔵
野
図
屏
風
と
し
て
、
書
籍
や
展
覧
会
な
ど
で
頻

繁
に
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
、
乙
本
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

本
稿
は
、
当
館
所
蔵
の
二
件
を
含
む
現
存
す
る
武
蔵
野
図
屏
風
群
を
、
そ
の
図
様
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に
よ
っ
て
分
類
し
、
図
様
の
変
遷
を
検
討
し
た
う
え
で
、
当
館
所
蔵
の
二
件
を
そ
の

変
遷
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
こ
れ
ま
で
頻

繁
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
甲
本
の
図
様
が
、
そ
の
変
遷
史
の
終
着
点
に
位
置
づ
け

ら
れ
、
江
戸
を
中
心
と
す
る
新
た
な
武
蔵
野
観
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
。

第
一
章
で
は
武
蔵
野
図
屏
風
の
成
立
前
史
を
概
観
し
、
第
二
章
で
は
現
存
す
る
武

蔵
野
図
屏
風
群
を
分
類
し
、
図
様
の
変
遷
を
考
察
す
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
第
三
章

で
は
、
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
甲
本
の
意
義
を
、
江
戸
に
お
け
る
富
士
筑
波
と
い
う

対
概
念
の
形
成
を
踏
ま
え
て
考
察
す
る
。

一
、「
武
蔵
野
図
屏
風
」
前
史

（
一
）
武
蔵
野
＝
秋
と
い
う
観
念

『
江
戸
名
所
図
会
』
第
三
巻
（
一
八
三
四
年
刊
行
）
に
よ
れ
ば
「
武
蔵
野
」
は
、「
南

は
多
磨
川
、
北
は
荒
川
、
東
は
隅
田
川
、
西
は
大
嶽
・
秩
父
根
を
限
り
と
し
て
、
多
磨
・

橘
樹
・
都
筑
・
荏
原
・
豊
島
・
足
立
・
新
座
・
高
麗
・
比
企
・
入
間
等
す
べ
て
十
郡

に
跨
る
」と
い
い
、江
戸
時
代
に
は
、あ
る
限
ら
れ
た
範
囲
を
指
し
て
い
た
。
し
か
し
、

元
来
の
「
武
蔵
野
」、
す
な
わ
ち
『
万
葉
集
』
以
来
和
歌
な
ど
の
文
学
に
詠
ま
れ
た

名
所
「
武
蔵
野
」
は
、
特
定
の
範
囲
や
地
域
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
上
方
か
ら
は

る
か
遠
い
東
国
の
荒
野
を
漠
然
と
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
武
蔵
野
と
薄
野
原
、秋
草
、

月
と
い
う
結
び
つ
き
の
端
緒
は
、
そ
れ
ら
古
代
の
文
学
に
あ
る

２
。

武
蔵
野
と
い
え
ば
、
す
な
わ
ち
秋
を
喚
起
す
る
。
し
か
し
、
古
代
の
文
学
は
、
必

ず
し
も
そ
れ
を
秋
と
い
う
季
節
に
限
定
し
て
扱
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え

ば
、『
伊
勢
物
語
』
で
武
蔵
野
が
舞
台
と
な
る
十
二
段
で
女
が
詠
む
歌
、「
む
さ
し
野

は 

け
ふ
な
や
き
そ 

わ
か
く
さ
の 

つ
ま
も
こ
も
れ
り 

わ
れ
も
こ
も
れ
り
」
は
、
若

草
の
萌
え
る
春
の
季
節
を
あ
ら
わ
す
。
承
元
元
年
（
一
二
〇
七
）
の
「
最
勝
四
天
王

院
障
子
和
歌
」３
で
も
ま
た
、「
武
蔵
野
」
を
詠
む
和
歌
十
首
は
い
ず
れ
も
、
春
の
霞

や
若
草
を
詠
む

４
。
加
え
て
、家
永
三
郎
に
よ
れ
ば
、天
徳
二
年
（
九
五
八
）
の
「
御

屏
風
」
に
は
「
冬
む
さ
し
野
に
た
び
人
あ
り
」（
歌
仙
歌
集
本
忠
見
集
）、
永
延
三
年

（
九
八
九
）
三
月
二
十
四
日
「
藤
原
兼
家
賀
四
尺
屏
風
六
帖
」
に
は
「
む
さ
し
の
き

り
た
ち
た
り
ま
く
ひ
き
て
た
び
人
お
ほ
く
み
ゆ
」（
西
本
願
寺
本
能
宣
集
）
と
の
詞

書
が
あ
り
、
冬
枯
の
武
蔵
野
が
描
か
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
と
い
う

５
。

他
方
で
、
仲
町
啓
子
や
大
原
由
佳
子
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
武
蔵
野
と
秋
と
の
結
び

つ
き
を
定
着
さ
せ
た
も
の
に
、「
西
行
物
語
絵
」
が
あ
る
。
歌
僧
西
行
の
発
心
、修
行
、

往
生
を
物
語
に
仕
立
て
た
『
西
行
物
語
』
を
絵
画
化
し
た
も
の
で
、
例
え
ば
、
明
応

九
年
（
一
五
〇
〇
）
に
海
田
采
女
が
手
が
け
た
《
西
行
物
語
絵
巻
》
の
模
写
本
で
は
、

武
蔵
野
に
暮
ら
す
老
僧
の
庵
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
、
萩
や
女
郎
花
な
ど
の
秋
草

が
、
大
き
く
華
や
か
に
描
か
れ
る
（
図
１
）。
武
蔵
野
と
秋
草
の
結
び
つ
き
を
視
覚

図１ �《西行法師行状絵巻》部分、寛永７年（1630）模写、
センチュリーミュージアム所蔵

原本：海田采女筆《西行法師行状絵巻》明応９年（1500）
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的
に
示
す
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
、
写
本
や
版
本
な
ど
で
流
布
し
て
い
っ
た
と
考
え

る
６

。
仲
町
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
室
町
時
代
後
期
以
降
の
『
伊
勢
物
語
』
を
描
く

絵
（
図
２
）
の
多
く
が
、
詞
章
に
従
え
ば
春
の
景
で
描
く
べ
き
武
蔵
野
を
、
秋
草
を

添
え
て
秋
の
景
で
あ
ら
わ
す
こ
と
か
ら
も
、
武
蔵
野
と
い
え
ば
秋
と
い
う
観
念
が
、

室
町
時
代
後
期
に
は
定
着
し
て
い
た
と
考
え
る

７
。

（
二
）
武
蔵
野
＝
薄
野
原
に
月
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

室
町
時
代
の
美
術
工
芸
品
、例
え
ば

徳
川
家
康
の
側
室
相
応
院
の
遺
愛
品
と

伝
え
ら
れ
る
《
芒
に
月
蒔
絵
貝
桶
》（
図

３
、
徳
川
美
術
館
所
蔵
）
の
意
匠
は

の
ち
の
武
蔵
野
図
屏
風
の
図
様
に
通
じ

て
お
り
、
金
蒔
絵
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
薄

が
桶
の
表
面
を
覆
い
、
そ
の
薄
に
埋
も

れ
る
よ
う
に
、
銀
色
の
満
月
が
配
さ
れ
る
。

ま
た
並
木
誠
士
は
、
や
は
り
室
町
時
代
末
に
制
作
さ
れ
た
高
津
古
文
化
会
館
所
蔵

の
《
扇
面
草
子
貼
交
屏
風
》
の
扇
面
画
に
、「
武
蔵
野
図
屏
風
」
に
通
じ
る
図
様
を

指
摘
す
る

８
。
屏
風
内
の
総
計
三
十
六
枚
の
扇
面
そ
れ
ぞ
れ
の
周
囲
に
は
、
各
扇
面

画
に
対
応
す
る
和
歌
が
書
か
れ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
、『
新
古
今
集
』
所
載
の
藤

原
良
経
の
和
歌
「
行
末
は 

空
も
ひ
と
つ
の 

武
蔵
野
に 

草
の
原
よ
り 

出
づ
る
月
か

げ
」
を
伴
う
扇
面
（
図
４
）
は
、
上
下
を
金
箔
に
よ
る
雲
で
縁
取
ら
れ
た
中
央
に
、

胡
粉
に
よ
る
白
い
満
月
が
、
薄
野
原
と
水
流
の
上
に
大
き
く
描
か
れ
、
背
景
に
は
群

青
と
緑
青
で
山
々
が
配
さ
れ
る
と
い
う
。
並
木
は
、
の
ち
に
定
型
化
す
る
武
蔵
野
図

の
発
想
の
源
泉
に
、
こ
の
扇
面
画
に
類
す
る
図
様
が
あ
り
、
こ
れ
が
屏
風
へ
と
発
展

図２ 《伊勢物語絵巻》部分、江戸時代中期、鉄心斎文庫所蔵

図３ 《芒に月蒔絵貝桶》、
徳川美術館所蔵

図４ �《扇面草子貼交屏風》部分、
高津古文化会館所蔵
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し
て
い
っ
た
と
推
測
す
る
。

他
方
で
、
そ
の
大
画
面
の
屏
風
の
方
で
は
、
武
蔵
野
図
屏
風
に
先
行
し
て
、
十
五

世
紀
前
後
に
は
「
秋
草
図
」
が
盛
行
し
た
と
い
う
。
明
応
六
年
（
一
四
九
七
）
制
作

の
伝
土
佐
光
信
筆
《
石
山
寺
縁
起
絵
巻
》
第
四
巻
の
画
中
に
は
、
薄
や
秋
草
に
覆
わ

れ
た
画
面
に
三
日
月
が
浮
か
ぶ
「
秋
草
図
屏
風
」
が
描
か
れ
る
（
図
５
）。
山
根
有

三
に
よ
れ
ば
、
土
佐
光
信
周
辺
で
は
こ
う
し
た
「
秋
草
図
屏
風
」
や
「
薄
図
屏
風
」

が
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
た
と
い
う

９
。
加
え
て
、
武
蔵
野
屏
風
に
見
ら
れ
る
銀
の
満
月

と
い
う
意
匠
に
は
、
中
世
以
降
複
数
制
作
さ
れ
た
「
日
月
図
屏
風
」
と
の
関
連
が
指

摘
さ
れ
て
も
い
る

10
。

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
な
室
町
時
代
前
後
の
工
芸
品
や
扇
面
の
意
匠
と
、
種
々
の

屏
風
の
意
匠
と
が
、
混
ざ
り
合
い
、
武
蔵
野
図
屏
風
成
立
の
土
壌
を
形
成
し
て
い
っ

た
と
考
え
る
。

二
、「
武
蔵
野
図
屏
風
」
の
成
立
と
展
開

（
一
）「
武
蔵
野
図
屏
風
」
の
分
類

以
下
、
現
存
す
る
武
蔵
野
屏
風
を
分
類
し
整
理
し
た
の
ち
、
図
様
の
変
遷
を
考
察

す
る
。

ま
ず
、
飯
田
真
や
大
原
由
佳
子
に
よ
る
先
行
研
究

11
を
踏
ま
え
て
、
現
存
す
る
武

蔵
野
図
屏
風
群
を
分
類
す
る
。
本
稿
が
と
り
あ
げ
る
武
蔵
野
図
屏
風
は
、
桃
山
か
ら

江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
、
薄
や
秋
草
と
と
も
に
月
を
描
き
、

か
つ
そ
の
月
を
画
面
の
下
部
に
配
す
な
ど
し
て
、
地
面
に
埋
も
れ
る
よ
う
に
あ
ら
わ

す
も
の
に
限
る（
つ
ま
り
、大
原
が
挙
げ
る
、「
月
に
秋
草
図
」系
の
作
品
は
除
外
す
る
）。

薄
、
秋
草
、
月
に
加
え
て
、
あ
る
も
の
は
そ
こ
に
富
士
を
、
さ
ら
に
あ
る
も
の
は
、

特
定
で
き
な
い
山
々
を
、
あ
る
い
は
月
に
加
え
て
日
（
太
陽
）
を
描
く
。
こ
う
し
た

画
面
を
構
成
す
る
要
素
に
基
づ
き
、
屏
風
群
を
Ⅰ
か
ら
Ⅴ
に
分
類
し
た
。
な
お
、
一

隻
の
み
伝
わ
る
も
の
は
分
類
不
可
の
た
め
、Ⅵ
に
分
類
し
た
。
分
類
を
表
１
に
示
す
。

【
Ⅰ
類
】
薄
野
原
・
秋
草
・
月
・
金
雲
・
富
士
の
組
み
合
わ
せ
（
八
件
）

武
蔵
野
図
屏
風
の
典
型
図
様
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
い
ず

れ
も
、
画
面
の
最
下
部
に
緑
青
で
帯
状
の
地
面
を
あ
ら
わ
し
、
そ
の
上
に
や
は
り
水

平
方
向
に
展
開
す
る
薄
野
原
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
横
に
棚
引
く
金
雲
を
配
し
、
層
を

な
す
よ
う
に
、
画
面
を
構
成
す
る
。
群
生
す
る
薄
野
原
の
背
後
に
、
そ
こ
に
埋
も
れ

る
よ
う
に
、
種
々
の
秋
草
と
銀
の
満
月
を
配
す
。
左
隻
の
金
雲
の
上
部
に
は
、
山
頂

部
を
白
く
彩
る
円
錐
形
の
山
︱
典
型
的
な
富
士
の
山
容
を
配
す
。
以
上
の
特
徴
を
共

有
す
る
作
例
が
八
件
あ
り
、
そ
れ
ら
は
さ
ら
に
次
の
三
つ
に
細
分
で
き
る
。

Ａ

富
士
以
外
の
遠
山
は
な
し
、
月
と
富
士
を
別
の
隻
に
描
く
（
四
件
）

Ｂ

富
士
に
加
え
遠
山
を
描
く
、
月
と
富
士
を
別
の
隻
に
描
く
（
二
件
）

Ｃ

富
士
に
加
え
遠
山
を
描
く
、
月
と
富
士
を
同
じ
隻
に
描
く
（
二
件
）

図５ �伝土佐光信《石山寺縁起絵巻》第四巻部分、明応
６年（1497）、石山寺所蔵、重要文化財
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表１ （著者作成）

分類 構成要素 番号 名称 所蔵 時代 材質 形状 法量（cm） 典拠

Ⅰ

薄野原 
秋草 
月 

金雲 
富士

Ａ遠山なし

1 武蔵野図屏風 静岡県立美術館 江戸時代初期（17世紀）紙本金地着色 六曲一双
右隻155.6×356.8 
左隻155.6×354.8

『名所の世界』展図録（静岡県立美術館
/2007）・飯田論文・大原論文

2 武蔵野図屏風 サントリー美術館 江戸時代初期（17世紀）紙本金地着色 六曲一双 各155.5×362.5
『日本屛風絵集成 第9巻 景物画・四季景物』 
（講談社/1977）・飯田論文・大原論文

3 武蔵野図屏風
ニュー・サウス・
ウェールズ州立美術
館

江戸時代（17-18世紀） 紙本金地着色 六曲一双 各156.0×360.2 所蔵館ウェブサイト、大原論文

4 武蔵野図屏風 南オーストラリア州
立美術館 江戸時代 紙本金地着色 六曲一双 各170.0×370.0 所蔵館ウェブサイト、大原論文

Ｂ遠山あり・富士と月が別隻

5 武蔵野図屏風 東京国立博物館 江戸時代 紙本着色 六曲一双 各154.5×361.5

『日本屛風絵集成 第9巻 景物画・四季景物』
（講談社/1977）・『日本の心 富士山の美』
展図録（ＮＨＫ名古屋放送局/1998）・飯田
論文・大原論文

6 武蔵野図屏風 東京富士美術館 江戸時代 紙本着色 六曲一双 各140.0×330.0
『日本の心 富士山の美』展図録（ＮＨＫ名
古屋放送局/1998）・飯田論文・大原論文

Ｃ遠山あり・富士と月が同隻

7 武蔵野図屏風 江戸東京博物館 江戸時代 紙本着色 六曲一双 各153.5×356.0

『日本屛風絵集成 第9巻 景物画・四季景物』
（講談社/1977）・『日本の心 富士山の美』
展図録（ＮＨＫ名古屋放送局/1998）・飯田
論文・大原論文

8 武蔵野図屏風 島根県立美術館 江戸時代中期 紙本着色 六曲一双 各155.5×358.0
『島根県立美術館コレクション選』（島根県
立美術館/1999）・飯田論文・大原論文

Ⅱ

薄 
秋草 
月 

富士

9 武蔵野図屏風 島根県立石見美術館 桃山～江戸時代初期 紙本金地着色 六曲一双 各165.8×367.0

水尾比呂志「作品解説・武蔵野図屏風」『国
華』1280号（国華社/2002）・『島根県立石
見美術館コレクション選』（島根県立石見
美術館/2005）・飯田論文・大原論文

Ⅲ

薄野原 
秋草 
月 

金雲

10 武蔵野図屏風 旧萩野美術館 江戸時代前期 紙本金地着色 六曲一双 各95.5×366.5

『日本屛風絵集成 第9巻 景物画・四季景
物』（講談社/1977）・安達啓子「作品解
説・武蔵野図屏風」『国華』953号（国華
社/1972）・『花鳥画の世界 第五巻 瀟洒
な装飾美-江戸初期の花鳥』（学習研究社
/1981）・『萩野美術館名品選』（萩野美術館
/1991）・飯田論文・大原論文

11 武蔵野図屏風 江戸東京博物館 江戸時代前期 紙本金地着色 六曲一双 各106.5×284.9 当館ウェブサイト・大原論文

12 武蔵野図屏風 石川県立美術館 桃山～江戸時代初期
（17世紀） 紙本金地着色 六曲一双 各151.0×356.4

『開館10周年記念特別展 日本美の心』図録
（石川県立美術館/1993）・飯田論文・大原
論文

Ⅳ

薄 
秋草 
日月

（金雲）

13 日月秋草図屏風 藤田美術館 江戸時代 紙本金地着色 六曲一双 各153.0×332.5
『日本屛風絵集成 第9巻 景物画・四季景物』
（講談社/1977）・大原論文

14 日月武蔵野図屏風 シカゴ美術館 江戸時代前期 紙本金地着色 六曲一双 各154.8×358.0
『日本の意匠 12 花鳥風月』（京都書院
/1986）・飯田論文・大原論文

15 武蔵野図屏風 根津美術館 江戸時代 紙本金地着色 六曲一双 各147.9×331.8
『根津美術館蔵品選・書画編』（根津美術館
/2001）・飯田論文・大原論文

Ⅴ

薄野原 
秋草 
月 

金雲 
家屋・舟

16 武蔵野図屏風
（田家秋景） 東京富士美術館 江戸時代（17世紀） 紙本金地着色 六曲一双 各159.0×339.0 所蔵館ウェブサイト・飯田論文・大原論文

Ⅵ 一隻のみ 
分類不可

17 武蔵野図屏風
（秋草・満月） 福岡・善導寺 江戸時代前期 紙本金地着色 六曲一隻 148.1×353.4

『日本の意匠 12 花鳥風月』（京都書院
/1986）・飯田論文・大原論文

18 武蔵野図屏風
（秋草・満月）

メトロポリタン美術
館 江戸時代 紙本金地着色 六曲一隻 152.6×355.6 所蔵館ウェブサイト・大原論文

19 草花・満月図
（秋草・満月） フリア美術館 江戸時代 紙本銀地着色 四曲一隻 153.5×354.5 『日本屛風絵集成 第7巻 花鳥画・四季草花』

20 武蔵野図屏風
（秋草・日） 個人 江戸時代 紙本金地着色 二曲一隻 138.5×176.5

『日本屛風絵集成 第9巻 景物画・四季景物』
（講談社/1977）・大原論文



「武蔵野図屏風」図様の成立と展開 ――江戸東京博物館所蔵甲本を中心に――（春木晶子）

（30）― 237 ―

（
Ａ
群
）

作
品
番
号
１
か
ら
４
に
か
け
て
、

薄
や
秋
草
の
描
写
が
次
第
に
画
一
化

す
る
。
例
え
ば
飯
田
は
、
２
（
サ
ン

ト
リ
ー
美
術
館
所
蔵
）
で
は
秋
草
が

ほ
ぼ
等
間
隔
に
配
置
さ
れ
、
お
し
な

べ
て
Ｖ
字
型
に
左
右
に
広
が
る
形
態

で
描
か
れ
る
の
に
対
し
、
１
（
静
岡

県
立
美
術
館
所
蔵
）
は
配
置
が
不
規

則
で
、
形
態
も
大
小
の
Ｖ
字
や
垂
直

に
伸
び
る
様
子
な
ど
多
様
で
あ
る
と

指
摘
す
る
。
そ
の
画
一
化
は
、
３
と

４
で
は
さ
ら
に
進
行
す
る
こ
と
か
ら

１
か
ら
４
に
か
け
て
、
制
作
年
が
下

る
も
の
と
推
測
す
る
。

草
花
の
画
一
化
と
と
も
に
、
富
士

と
月
の
位
置
に
も
変
化
が
見
ら
れ

る
。
１
で
は
左
隻
第
三
扇
に
あ
っ
た

富
士
の
山
頂
が
、
２
～
４
で
は
左
に

移
動
し
、
左
隻
第
四
扇
に
描
か
れ

る
。
ま
た
そ
れ
と
は
逆
に
、
１
と
２

で
右
隻
第
四
扇
に
あ
っ
た
満
月
は
右

に
移
動
し
、
３
と
４
で
は
第
三
扇
に

描
か
れ
る
。
右
隻
と
左
隻
の
メ
イ
ン

モ
チ
ー
フ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
右
と
左
へ

動
く
こ
と
で
、
左
右
の
「
対
」
が
強

調
さ
れ
て
い
く
。

【Ⅰ類】Ａ群

１ 《武蔵野図屏風》静岡県立美術館所蔵

２ 《武蔵野図屏風》サントリー美術館所蔵

３ 《武蔵野図屏風》ニュー・サウス・ウェールズ州立美術館所蔵

４ 《武蔵野図屏風》南オーストラリア州立美術館所蔵
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（
Ｂ
群
）

富
士
の
ほ
か
に
複
数
の
遠
山
を
左

右
両
隻
に
描
く
。
Ａ
群
と
同
様
に
、

秋
草
の
描
写
の
画
一
化
の
傾
向
か

ら
、
５
が
６
に
先
行
す
る
と
推
定
す

る
。富

士
と
月
の
左
右
位
置
に
も
、
Ａ

群
と
同
様
の
変
化
の
傾
向
が
確
認
で

き
る
。
す
な
わ
ち
富
士
の
山
頂
は
、

い
ず
れ
も
同
じ
左
隻
第
三
扇
に
あ
り

な
が
ら
、
６
で
は
若
干
左
へ
と
移
動

し
て
お
り
、四
扇
寄
り
に
配
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
５
で
右
隻
第
四
扇
に
あ
っ

た
月
は
、
右
へ
移
動
し
、
６
で
は
第

三
扇
に
配
さ
れ
る
。

Ａ
群
と
同
様
に
、
中
間
に
寄
っ
て

い
た
モ
チ
ー
フ
が
左
右
へ
と
離
れ
て

い
く
傾
向
が
確
認
で
き
る
。

【Ⅰ類】Ｂ群

５ 《武蔵野図屏風》東京国立博物館所蔵

６ 《武蔵野図屏風》東京富士美術館所蔵
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【
Ⅱ
類
】
薄
・
秋
草
・
月
・
富
士
の
組
み
合

わ
せ
（
一
件
）

Ⅰ
類
に
近
い
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
が
、
金

雲
と
群
生
す
る
薄
野
原
を
描
か
ず
、
層
を
な

す
画
面
構
成
を
持
た
な
い
こ
と
か
ら
Ⅰ
類
と

区
別
す
る
。
島
根
県
立
石
見
美
術
館
が
所
蔵

す
る
一
件
の
み
、
作
例
が
知
ら
れ
る
。
本
作

の
作
者
は
、
水
尾
比
呂
志
が
長
谷
川
等
伯

の
娘
婿
の
等
学
を
、
大
原
が
等
伯
と
同
時

代
の
長
谷
川
派
の
絵
師
を
提
示
し
て
お
り
、

い
ず
れ
も
、
そ
の
制
作
年
代
を
慶
長
年
間

（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
と
推
測
す
る

12
。

武
蔵
野
図
屏
風
群
の
な
か
で
、
作
者
と
制
作

年
代
が
提
示
さ
れ
る
唯
一
の
作
例
で
あ
る
。

地
形
を
設
定
し
な
い
総
金
地
の
画
面
に
、

薄
を
含
む
種
々
の
草
花
が
、
重
な
り
を
避
け

て
配
列
さ
れ
る
。
月
と
富
士
の
位
置
（
右
隻

の
中
央
下
部
に
月
、
左
隻
の
中
央
上
部
に
富

士
の
山
頂
を
配
す
）
は
Ⅰ
類
Ａ
・
Ｂ
群
と
似

る
。
し
か
し
、
月
は
満
月
で
は
な
く
三
日
月

で
あ
り
、
富
士
は
彩
色
さ
れ
ず
、
銀
泥
に

よ
る
稜
線
で
そ
の
裾
野
ま
で
を
も
描
い
て
お

り
、
い
ず
れ
も
Ⅰ
類
の
描
写
か
ら
は
か
け
離

れ
て
い
る
。
大
原
が
指
摘
す
る
通
り
、
Ⅰ
類

に
先
行
す
る
図
様
と
考
え
る
。

【Ⅱ類】

９ 《武蔵野図屏風》島根県立石見美術館所蔵� 左隻

右隻
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【
Ⅳ
類
】
薄
・
秋
草
・
日
月
の
組
み
合
わ
せ
（
三
件
）

Ⅲ
類
の
水
平
方
向
に
広
が
り
層
を
な
す
薄
野
原
と

金
雲
を
欠
き
、
月
に
加
え
て
日
（
太
陽
）
を
描
く
。

画
面
の
下
部
に
緑
青
で
帯
状
の
地
面
を
配
し
、
そ
こ

に
埋
も
れ
る
よ
う
に
月
を
配
す
点
は
、
Ⅰ
・
Ⅲ
類
と

同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
ぶ
り
の
薄
や
秋
草
を
控

え
め
に
配
し
た
画
面
は
、
Ⅰ
・
Ⅲ
類
の
鬱
蒼
と
し
た

画
面
と
は
趣
を
異
に
す
る
。

三
件
い
ず
れ
も
、
朱
の
日
輪
と
、
銀
泥
あ
る
い
は

胡
粉
に
よ
る
月
輪
を
各
隻
に
配
す
。
13
と
14
は
、
左

右
隻
を
入
れ
替
え
て
も
緑
青
に
よ
る
地
形
の
高
さ
が

揃
い
、
ど
ち
ら
で
も
鑑
賞
可
能
で
あ
る
が
、
日
月
を

描
く
屏
風
の
伝
統
か
ら
鑑
み
れ
ば
、
右
隻
に
日
、
左

隻
に
月
を
配
す
の
が
定
型
で
あ
る
。

13
で
は
背
の
低
い
秋
草
が
乱
れ
咲
く
の
に
対
し
、

14
と
15
で
は
秋
草
や
薄
の
背
が
高
く
、
と
り
わ
け
14

は
そ
の
配
置
が
規
則
的
と
な
り
、
Ⅰ
・
Ⅲ
類
と
の
接

近
を
感
じ
さ
せ
る
。
よ
っ
て
13
は
他
二
件
に
先
行
す

る
も
の
と
推
測
す
る
。
ま
た
、
13
・
14
で
中
央
寄
り

に
配
さ
れ
る
日
月
が
、
15
で
は
左
右
端
に
位
置
し
、

日
月
の
対
を
強
調
す
る
。
Ⅰ
・
Ⅲ
類
と
同
様
の
変
化

の
傾
向
を
見
せ
る
も
の
と
言
え
る
。
加
え
て
、
15
の

中
央
に
は
、
他
図
に
は
見
ら
れ
な
い
水
景
が
配
さ
れ

る
。
本
稿
で
は
詳
し
く
論
じ
な
い
が
、
Ⅴ
類
と
と
も

に
そ
の
水
景
の
意
義
は
検
討
す
べ
き
課
題
と
考
え

る
。

【Ⅳ類】

13 《日月秋草図屏風》藤田美術館所蔵

14 《日月武蔵野図屏風》シカゴ美術館所蔵

15 《武蔵野図屏風》根津美術館所蔵
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【
Ⅴ
類
】
薄
野
原
・
秋
草
・
月
・
家
屋
・

舟
の
組
み
合
わ
せ
（
一
例
）

東
京
富
士
美
術
館
所
蔵
の
一
件
で
、
他

図
と
は
異
な
り
、
前
景
、
中
景
に
薄
野
原

と
水
辺
の
景
を
俯
瞰
し
て
描
き
、
後
景
に

遠
山
や
土
坡
を
配
す
。
Ⅰ
・
Ⅲ
類
で
水
平

に
展
開
し
て
い
た
薄
野
原
や
金
雲
は
分
断

さ
れ
、
前
景
、
中
景
、
後
景
に
分
散
し
て

配
さ
れ
、
薄
の
群
生
の
中
に
秋
草
が
姿
を

見
せ
る
。
右
隻
の
水
景
と
釣
屋
、
左
隻
の

農
家
の
屋
根
は
、
他
図
に
は
見
ら
れ
な
い

要
素
で
あ
る
。
銀
の
月
は
、半
月
で
あ
り
、

ま
た
右
隻
の
上
部
に
配
さ
れ
る
点
で
も
他

図
と
異
な
る
が
、薄
の
群
生
よ
り
も
低
く
、

そ
の
背
後
に
重
な
る
よ
う
に
描
か
れ
て
お

り
、
薄
野
原
に
沈
む
月
と
い
う
趣
意
は
失

わ
れ
て
い
な
い
。

【
Ⅵ
類
】
一
隻
の
た
め
分
類
不
可
の
も
の

一
双
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の

構
成
要
素
に
言
及
で
き
な
い
た
め
、
Ⅰ
～

Ⅴ
に
は
分
類
し
な
い
が
、
現
状
は
、
上
述

の
い
ず
れ
か
と
近
接
す
る
と
推
測
で
き

る
。
17
は
、
画
面
上
部
が
金
地
、
画
面
下

部
が
薄
野
原
で
、
そ
こ
に
埋
も
れ
る
銀
の

満
月
を
配
し
て
お
り
、Ⅲ
類
の
12
に
近
い
。

18
も
同
様
で
Ⅲ
類
に
近
接
す
る
も
の
の
、

薄
野
原
が
ま
ば
ら
に
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ⅳ
類
と
の
近
接
も
指
摘
で
き
る
。
19
、

20
は
、
薄
の
群
生
が
描
か
れ
ず
、
秋
草
と
地
面
に
沈
む
月
、
あ
る
い
は
日
を
描
い
て

お
り
、
Ⅳ
類
に
位
置
づ
け
る
べ
き
作
と
推
定
で
き
る
。

（
二
）「
武
蔵
野
図
屏
風
」
図
様
の
成
立
と
展
開

以
上
の
分
類
を
元
に
、
先
行
研
究
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
武
蔵
野
図
屏
風
の
図
様

の
成
立
と
展
開
を
考
察
す
る
。

先
述
の
と
お
り
、
十
五
世
紀
前
後
に
は
秋
草
図
屏
風
が
盛
行
し
た
。
秋
草
図
屏
風

を
継
承
す
る
十
七
世
紀
の
作
例
に
は
、
地
形
を
設
定
せ
ず
、
金
地
に
秋
草
と
月
の
み

を
描
く
《
月
に
秋
草
図
屏
風
》（
出
光
美
術
館
所
蔵
）
が
あ
る
。
そ
こ
を
出
発
点
と

し
て
図
様
の
変
遷
を
示
し
た
も
の
が
図
表
１
で
あ
る
。

秋
草
図
屏
風
や
、
月
に
秋
草
図
屏
風
な
ど
の
、
月
と
秋
草
を
組
み
合
わ
せ
た
屏
風

が
、
富
士
山
を
取
り
込
ん
で
成
っ
た
も
の
が
、
Ⅱ
類
で
あ
ろ
う
。
大
原
に
よ
れ
ば
Ⅱ

【Ⅵ類】

16 《武蔵野図屏風（田家秋景）》東京富士美術館所蔵

Ⅲ類

秋
草
図
・

月
に
秋
草
図

武
蔵
野
図
扇
面
画
・

工
芸
品
の
武
蔵
野
意
匠

富
士
山

富
士
筑
波

Ⅱ類

Ⅰ類

（Ａ・Ｂ）

日
月
図

Ⅰ類

（Ｃ）

Ⅳ類

農
村
風
景

Ⅴ類

図表１ （著者作成）
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び
つ
い
た
に
違
い
な
い
。
同
時
に
、
室
町
時
代
の
工
芸
品
や
扇
面
画
で
は
、
武
蔵
野

を
主
題
と
し
て
、
薄
野
原
と
巨
大
な
満
月
を
描
く
大
胆
な
意
匠
が
登
場
し
た
。
こ
の

両
者
が
結
び
つ
き
、
屏
風
へ
と
展
開
し
た
も
の
が
Ⅲ
類
で
あ
る
と
考
え
る
。

つ
ま
り
、
十
五
世
紀
の
秋
草
図
屏
風
は
、
富
士
山
と
結
び
つ
き
Ⅱ
類
を
、
扇
面
画

や
工
芸
品
の
武
蔵
野
意
匠
と
結
び
つ
き
Ⅲ
類
を
生
み
、
Ⅱ
類
と
Ⅲ
類
が
結
び
つ
い
た

結
果
、
誕
生
し
た
の
が
Ⅰ
類
と
考
え
る
。
Ⅲ
類
は
さ
ら
に
、
日
月
意
匠
と
結
び
つ
き

Ⅳ
類
を
、
農
村
風
景
と
結
び
つ
き
Ⅴ
類
を
生
ん
だ
と
推
測
す
る
。

図
表
１
に
示
し
た
以
上
の
推
測
の
詳
細
な
検
証
は
今
後
の
課
題
と
し
、本
稿
で
は
、

こ
の
変
遷
を
仮
定
し
た
う
え
で
、
Ⅰ
類
の
Ａ
群
か
ら
Ｃ
群
へ
の
変
遷
、
と
り
わ
け
、

江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
甲
本
を
含
む
Ｃ
群
の
成
立
を
考
察
し
た
い
。

武
蔵
野
図
屏
風
の
典
型
図
様
の
源
流
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
扇
面
画
が
、
山
々
を

背
景
に
巨
大
な
満
月
を
描
い
た
意
匠
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
Ａ
群
に
富

士
以
外
の
遠
山
を
加
え
た
Ｂ
群
は
、
扇
面
画
の
意
匠
に
よ
り
忠
実
な
図
様
で
あ
る
と

み
な
せ
る
。
し
か
し
、
Ｃ
群
は
ど
う
か
。
Ｃ
群
は
Ｂ
群
の
構
成
要
素
を
踏
ま
え
て
、

富
士
と
遠
山
を
両
端
に
、
右
隻
の
月
を
左
隻
に
移
動
し
て
成
っ
た
。
そ
の
移
動
の
背

景
に
は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
事
情
は
、
右
隻
の
山
が

何
か
と
い
う
問
題
と
関
わ
る
。
次
章
で
は
、
そ
の
山
と
月
の
移
動
の
事
情
を
検
討
す

る
。

三
、《
武
蔵
野
図
屏
風
》（
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
甲
本
）
の
成
立

（
一
）
富
士
筑
波
の
伝
統

結
論
か
ら
言
え
ば
、右
隻
の
山
は
、筑
波
山
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。筑
波
山
に
は
、

富
士
と
対
を
な
し
て
絵
に
描
か
れ
て
き
た
伝
統
が
あ
る
。
以
下
、
近
世
文
学
研
究
者

の
井
田
太
郎
に
よ
る
「
富
士
筑
波
と
い
う
型
の
成
立
と
展
開
」17
を
も
と
に
、
富
士

筑
波
の
対
概
念
が
、
江
戸
の
文
芸
や
絵
画
で
定
着
し
て
い
っ
た
様
子
を
概
観
す
る
。

井
田
に
よ
れ
ば
、
富
士
筑
波
の
取
り
合
わ
せ
は
、
江
戸
時
代
の
文
学
、
演
劇
、
絵

画
に
頻
出
す
る
。
そ
う
し
た
江
戸
時
代
の
文
芸
に
先
駆
け
て
富
士
筑
波
を
詠
ん
だ
の

は
、室
町
時
代
の
学
僧
た
ち
で
あ
っ
た
。
井
田
が
挙
げ
る
そ
の
も
っ
と
も
古
い
例
は
、

臨
済
宗
の
僧
、
万
里
集
九
（
一
四
二
八
～
？
）
の
詩
文
集
『
梅
花
無
尽
蔵
』
に
収
め

ら
れ
る
詩
で
あ
る
。
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
十
月
に
太
田
道
灌
（
一
四
三
二
～

一
四
八
六
）
の
招
き
で
江
戸
に
下
っ
た
集
九
は
、
翌
十
八
年
（
一
四
八
六
）
春
に
催

さ
れ
た
隅
田
川
船
上
で
の
詩
歌
会
で
、「
開
窓
則
隅
田
河
在
東
。
筑
波
山
在
北
。
富

士
出
諸
峯
。」
と
、
北
の
筑
波
と
富
士
が
と
も
に
見
え
る
様
子
を
詠
ん
だ
。
ま
た
同

じ
十
八
年
（
一
四
八
六
）
二
月
に
隅
田
川
の
ほ
と
り
に
滞
在
し
た
天
台
宗
の
僧
堯
恵

（
一
四
二
八
～
？
）
は
、北
で
は
な
く
、東
の
筑
波
と
西
の
富
士
を
対
比
し
て
「
筑
波
、

蒼
穹
の
東
に
あ
た
り
、富
士
碧
落
の
西
に
有
て
」（『
北
国
紀
行
』）
と
詠
む
。
さ
ら
に
、

徳
川
家
康
に
招
か
れ
て
江
戸
に
赴
い
た
藤
原
惺
窩
（
一
五
六
一
～
一
六
一
九
）
も
ま

た
、「
士
峯
・
武
野
・
隅
田
・
筑
波
の
四
景
」
を
詠
ん
だ
と
い
う
。
両
山
と
隅
田
川
、

さ
ら
に
は
武
蔵
野
を
組
み
合
わ
せ
る
観
念
や
、
東
の
筑
波
、
西
の
富
士
と
い
う
対
比

が
、
室
町
時
代
か
ら
桃
山
時
代
に
か
け
て
、
江
戸
に
下
っ
た
上
方
の
知
識
人
た
ち
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

連
歌
や
俳
諧
な
ど
の
江
戸
の
文
学
は
、
こ
う
し
た
富
士
筑
波
の
対
概
念
を
継
承
し

た
。
例
え
ば
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
序
の
『
名
所
方
学
集
』
で
は
、「
両
国
橋

眺
望
の
筑
波
」
の
項
で
富
士
筑
波
を
詠
む
歌
が
複
数
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
天
明
五
年

（
一
七
八
五
）
刊
行
の
『
徳
和
歌
後
万
載
集
』
に
は
、狂
歌
師
浜
辺
黒
人
（
一
七
一
七 

～
一
七
九
〇
）
に
よ
る
著
名
な
歌
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す 

富
士
と
筑
波
の
天
秤
に 

両
国

橋
を 

か
け
た
か
と
な
く
」
が
載
る
。
こ
の
よ
う
に
、
富
士
と
筑
波
の
対
概
念
は
、

十
八
世
紀
半
ば
に
は
、
江
戸
の
人
々
の
あ
い
だ
に
定
着
し
て
い
た
と
考
え
る
。

他
方
で
、
絵
画
で
両
山
を
描
く
最
初
の
作
例
は
、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
制
作

の
《
武
州
州
学
十
二
景
図
巻
》（
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
）
で
あ
る
。
儒
学
者
林
羅

山
（
一
五
八
三
〜
一
六
五
七
）
が
上
野
忍
ヶ
丘
に
開
い
た
林
家
の
私
塾
弘
文
院
（
州

学
）
内
の
先
聖
殿
（
孔
子
廟
）
か
ら
望
ま
れ
る
十
二
景
を
詠
ん
だ
十
二
の
詩
に
応
じ

た
十
二
図
か
ら
な
る
画
巻
で
、
第
九
図
が
「
筑
波
茂
陰
」、
第
十
図
が
「
隅
田
長
流
」、
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図11 鈴木其一《富士筑波山図屏風》天保13年（1842）、石橋財団ブリヂストン美術館所蔵

図10 谷文晁《隅田川両岸図》文政年間（1818-1830）、群馬県立近代美術館所蔵（戸方庵井上コレクション）

図９ 鍬形蕙斎『山水略画式』寛政12年（1800）刊行、国文学研究資料館所蔵
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年
刊
行
）
掲
載
の
「
隅
田
川
全
図
」（
図
９
）
は
、
見
開
き
の
中
央
に
奥
か
ら
手
前

へ
と
蛇
行
す
る
隅
田
川
を
配
し
、
右
側
に
東
岸
、
左
側
に
西
岸
の
景
を
描
く
と
と
も

に
、
両
岸
を
象
徴
す
る
二
つ
の
山
︱
︱
筑
波
と
富
士
︱
︱
を
右
左
に
配
し
、
対
峙
さ

せ
る
。
こ
の
構
図
を
踏
ま
え
て
、
両
山
の
対
比
を
い
っ
そ
う
明
確
に
示
す
も
の
が
、

谷
文
晁
に
よ
る
《
隅
田
川
両
岸
図
》（
図
10
、群
馬
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵
）
で
あ
る
。

両
山
の
位
置
は
右
端
、左
端
と
、左
右
対
称
の
位
置
に
置
か
れ
、対
の
印
象
を
強
め
る
。

加
え
て
、
墨
で
黒
く
塗
ら
れ
る
筑
波
山
と
、
隈
取
り
に
よ
っ
て
白
く
あ
ら
わ
さ
れ
る

富
士
と
い
う
、
色
彩
も
ま
た
対
を
な
す
。
文
政
年
間
（
一
八
一
八
～
一
八
三
〇
）
制

作
の
こ
の
作
品
こ
そ
、富
士
筑
波
図
の
一
つ
の
到
達
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
定
型
が
、

池
田
弧
邨
の
《
隅
田
川
遠
望
図
》（
一
八
二
六
年
）
に
引
き
継
が
れ
る
。
ま
た
弧
邨

と
と
も
に
、
酒
井
抱
一
の
門
弟
で
あ
っ
た
鈴
木
其
一
は
、
一
双
屏
風
の
各
隻
い
っ
ぱ

い
に
両
山
そ
れ
ぞ
れ
の
山
容
を
描
く
、《
富
士
筑
波
山
図
屏
風
》（
図
11
、
一
八
四
二

年
、
石
橋
財
団
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
）
を
手
が
け
て
い
る
。
こ
こ
で
も
や
は

り
白
い
富
士
と
緑
青
の
筑
波
と
い
う
対
比
が
、
彩
色
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

（
二
）
筑
波
山

以
上
に
概
観
し
た
富
士
筑
波
の
伝
統
に
鑑
み
れ
ば
、
Ｃ
群
は
、
こ
の
富
士
筑
波
の

対
概
念
を
武
蔵
野
図
屏
風
に
取
り
入
れ
て
成
っ
た
も
の
と
見
え
て
く
る
。

茨
城
県
西
部
に
位
置
す
る
筑
波
山
は
、
主
峰
女
体
山
と
そ
の
西
の
男
体
山
の
二
峰

か
ら
な
り
、
二
峰
が
連
な
る
山
容
が
よ
く
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
前
章
で
挙
げ
た
作

例
を
は
じ
め
、
近
世
の
絵
図
に
見
ら
れ
る
筑
波
山
の
姿
は
一
様
で
は
な
い
。
し
い
て

共
通
す
る
特
徴
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
二
つ
以
上
の
複
数
の
峯
か
ら
な
り
、
彩
色
が

あ
る
場
合
は
緑
青
で
、墨
画
の
場
合
は
黒
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

緑
青
も
し
く
は
黒
の
彩
色
は
、
雪
に
覆
わ
れ
る
白
い
富
士
に
対
し
、
緑
の
生
い
茂
る

筑
波
の
山
容
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
、
先
に
挙
げ
た
羅
山
詩
の
「
筑
波
茂
陰
」
と
「
士

峯
晴
雪
」
と
い
う
対
照
に
沿
う
表
現
と
考
え
る
。
井
田
に
よ
れ
ば
、
羅
山
詩
の
「
筑

波
茂
陰
」
は
、「
筑
波
山 

端
山
繁
山 

し
げ
け
れ
ど 

思
ひ
入
る
に
は 

さ
は
ら
ざ
り
け

り
」（
源
重
之
『
新
古
今
集
』）
な
ど
の
和
歌
が
喚
起
す
る
、
緑
の
生
い
茂
る
筑
波
の

イ
メ
ー
ジ
を
踏
ま
え
る
も
の
だ
と
い
う
。

《
武
蔵
野
図
屏
風
》（
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
甲
本
）
の
右
隻
の
山
を
確
認
す
る

と
、
そ
れ
は
三
つ
の
山
の
重
な
り
か
ら
成
る
。
手
前
の
山
は
丸
み
を
帯
び
た
な
だ
ら

か
な
山
容
で
、
緑
青
で
彩
色
さ
れ
る
。
そ
の
背
後
の
山
は
、
二
つ
の
尖
っ
た
白
い
峰

と
緑
の
山
裾
を
見
せ
る
。
さ
ら
に
そ
の
背
後
に
は
、
尖
っ
た
峰
を
わ
ず
か
に
見
せ
る

灰
色
が
か
っ
た
青
い
山
が
あ
る
。
左
隻
の
富
士
の
、
白
い
山
頂
と
黒
灰
色
の
裾
野
に

対
し
、
右
隻
の
山
の
鮮
や
か
な
緑
が
対
照
を
な
す
。
複
数
の
峰
か
ら
な
り
、
緑
青
を

多
用
し
た
彩
色
は
、
先
に
確
認
し
た
近
世
の
絵
図
に
お
け
る
筑
波
山
の
イ
メ
ー
ジ
に

沿
う
。
加
え
て
、
二
つ
の
峰
に
雪
が
積
る
様
子
は
、
歌
川
広
重
の
《
名
所
江
戸
百
景 

深
川
洲
崎
十
万
坪
》（
一
八
五
七
年
刊
行
）
に
描
か
れ
る
筑
波
山
の
山
容
と
共
通
す

る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
特
定
の
範
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
右
隻
の
山

は
、
筑
波
山
を
喚
起
す
る
意
図
を
も
っ
て
描
か
れ
た
と
考
え
る
。

Ｃ
群
の
構
図
︱
左
隻
の
富
士
と
右
隻
の
筑
波
を
対
峙
さ
せ
る
構
図
は
、
Ａ
・
Ｂ
群

の
定
型
が
、
富
士
筑
波
を
対
と
す
る
絵
画
の
構
図
を
取
り
入
れ
て
成
っ
た
も
の
と
考

え
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
Ｃ
群
の
成
立
は
、
富
士
筑
波
を
対
と
し
て
一
図
を

成
す
絵
画
が
成
立
し
た
、
文
政
年
間
（
一
八
一
八
～
一
八
三
〇
）
以
降
と
す
る
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
月
の
移
動

で
は
、
右
隻
に
描
か
れ
て
い
た
月
が
、
左
隻
へ
と
移
動
し
た
の
は
、
な
ぜ
か
。
右

隻
の
山
が
筑
波
山
を
あ
ら
わ
す
と
す
れ
ば
、
そ
の
説
明
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
は
、

中
世
以
来
の
日
月
を
描
く
屏
風
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
変
更
だ
と
考
え
る
。

日
月
意
匠
史
を
論
究
す
る
玉
蟲
敏
子
に
よ
れ
ば
、
南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
の
作
と

さ
れ
る
五
点
の
日
月
屏
風
は
、
い
ず
れ
も
一
双
屏
風
の
形
式
で
、
右
隻
に
太
陽
／
日
、

左
隻
に
月
を
配
す

18
。
そ
の
日
月
は
、
金
銀
箔
や
金
属
板
で
象
ら
れ
、
太
陽
／
日
を

金
、
月
を
銀
で
あ
ら
わ
す
。
金
日
と
銀
月
︱
金
色
の
太
陽
と
銀
色
の
月
―
は
、
古
代
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以
来
、
日
本
と
中
国
の
共
通
語
彙
で
あ
り

19
、
十
四
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
に
か
け
て

日
本
で
つ
く
ら
れ
た
種
々
の
器
物
の
日
月
意
匠
で
も
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
が
引
き
継

が
れ
る
と
い
う

20
。
図
１
に
掲
載
し
た
武
蔵
野
図
屏
風
の
月
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
れ

と
同
様
に
銀
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
お
り
、
今
日
で
は
酸
化
し
変
色
し
た
黒
い
姿
を
見
せ

て
い
る
。

中
世
の
日
月
屏
風
五
点
の
う
ち
四
点
は
、
日
月
と
四
季
景
物
を
組
み
合
わ
せ
、

右
隻
に
春
夏
、
左
隻
に
秋
冬
の
景
物
を
配
す
。
日
は
春
、
月
は
秋
の
景
物
で
も
あ

る
21
。
五
点
の
う
ち
仏
教
説
話
を
描
く
「
十
界
図
屏
風
」（
当
麻
寺
奥
院
所
蔵
）
の

日
月
は
、
画
面
に
貼
付
さ
れ
た
色
紙
形
の
和
歌
に
対
応
し
、
金
日
は
「
三
世
の
ほ
と

け
の
あ
さ
ひ
」
を
、
銀
月
は
「
夢
さ
め
て
西
へ
か
た
ぶ
く
月
」
を
視
覚
化
す
る
と
い

い
、
日
の
昇
る
東
、
月
の
沈
む
西
と
い
う
方
位
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
結
び
つ
く

22
。
こ

の
日
月
と
方
位
の
結
び
つ
き
は
、古
く
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
め
に
つ
く
ら
れ
た
、

キ
ト
ラ
古
墳
、
高
松
塚
古
墳
に
も
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
墓
室
の
東
西
南
北
の
壁

に
は
、
四
方
位
と
結
び
つ
く
四
神
（
東
―
青
龍
、
南
―
朱
雀
、
西
―
白
虎
、
北
―
玄

武
）
と
と
も
に
、
東
壁
（
あ
る
い
は
天
井
の
東
斜
面
）
に
金
箔
の
日
象
、
西
壁
（
あ

る
い
は
天
井
の
西
斜
面
）
に
、
銀
箔
の
月
象
が
配
さ
れ
る
。
日
月
屏
風
は
、
こ
の
四

神
と
日
月
の
対
応
︱
五
行
説
の
四
方
と
四
季
の
対
応
を
踏
ま
え
る
。
総
じ
て
、
次
の

対
応
が
、
日
月
屏
風
の
定
式
と
言
え
る
。

右
隻
―
日
―
東
―
春
（
夏
）

左
隻
―
月
―
西
―
秋
（
冬
）

先
に
見
た
通
り
、「
西
の
富
士
、
東
の
筑
波
」
と
い
う
対
概
念
は
、
十
八
世
紀
半

ば
に
は
江
戸
の
人
々
の
あ
い
だ
に
定
着
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
文
政
年
間
に
成
立
し

た
両
山
を
対
と
す
る
絵
画
は
い
ず
れ
も
、
右
／
東
と
左
／
西
に
両
山
を
対
峙
さ
せ
て

い
た
。
つ
ま
り
《
武
蔵
野
図
屏
風
》（
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
甲
本
）
で
の
、
左
隻

の
富
士
、
右
隻
の
筑
波
と
い
う
構
図
の
変
化
は
、
そ
の
左
右
対
称
の
位
置
に
よ
り
両

山
の
対
を
明
確
化
す
る
の
み
な
ら
ず
、
屏
風
の
右
す
な
わ
ち
東
と
、
屏
風
の
左
す
な

わ
ち
西
と
い
う
、
東
西
の
方
位
と
両
山
の
結
び
つ
き
を
視
覚
化
す
る
意
義
を
も
担
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
日
月
図
屏
風
の
伝
統
を
鑑
み
れ

ば
、
月
は
左
隻
／
西
に
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
分
類
表
の
Ⅳ
類
の
15
、
秋
草

と
と
も
に
日
月
を
描
く
武
蔵
野
図
屏
風
で
も
、
日
は
右
隻
右
端
／
東
、
月
は
左
隻
左

端
／
西
に
あ
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
武
蔵
野
図
屏
風
Ⅰ
類
の
Ａ
・
Ｂ
群
か
ら
Ｃ
群
へ
の
変
化
は
、

単
な
る
「
見
か
け
」
の
変
化
︱
構
図
の
整
理
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
Ａ
・
Ｂ
群
に
は
、

屏
風
内
部
に
東
西
の
対
比
と
い
う
概
念
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
伝
統
的
な
東
国
武
蔵

野
、
上
方
か
ら
見
た
は
る
か
東
の
荒
野
を
あ
ら
わ
す
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
富

士
筑
波
︱
東
西
の
対
比
を
持
ち
込
ん
だ
Ｃ
群
が
描
く
の
は
、
も
は
や
上
方
か
ら
見
た

東
国
武
蔵
野
で
は
な
い
。
富
士
筑
波
を
東
西
に
見
晴
る
か
す
、江
戸
を
中
心
と
し
た
、

新
た
な
武
蔵
野
観
が
、
こ
こ
に
は
内
包
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
Ｃ
群

の
図
様
、す
な
わ
ち
《
武
蔵
野
図
屏
風
》（
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
甲
本
）
の
図
様
は
、

江
戸
と
い
う
地
で
し
か
生
み
出
し
え
な
い
、
江
戸
な
ら
で
は
の
図
様
で
あ
っ
た
と
言

え
る
。

結
び本

稿
で
は
、
現
存
す
る
武
蔵
野
図
屏
風
群
の
分
類
・
整
理
を
行
い
、
そ
の
変
遷
を

考
察
し
、《
武
蔵
野
図
屏
風
》（
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
甲
本
）
が
、
そ
の
変
遷
の
終

局
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
次
に
、
江
戸
の
文
芸
や
絵
画
に
お
け
る

富
士
筑
波
の
対
概
念
を
概
観
し
、《
武
蔵
野
図
屏
風
》（
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
甲
本
）

の
図
様
が
、
そ
の
対
概
念
を
取
り
入
れ
て
、
構
図
を
変
化
さ
せ
た
結
果
成
立
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
つ
ま
り
《
武
蔵
野
図
屏
風
》（
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵

甲
本
）
は
、
富
士
筑
波
を
東
西
に
見
晴
る
か
す
、
江
戸
を
中
心
と
し
た
、
新
た
な
武

蔵
野
観
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
制
作
は
、
富
士
筑
波
図
の
成
立
し
た
文
政
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年
間
以
降
と
考
え
る
。

《
武
蔵
野
図
屏
風
》（
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
甲
本
）
の
制
作
は
こ
れ
ま
で
、
江
戸

時
代
前
半
と
推
定
さ
れ
て
き
た
。
よ
っ
て
、
こ
れ
を
文
政
年
間
以
降
と
す
る
本
稿
の

主
張
は
、
そ
の
制
作
年
代
を
大
幅
に
下
ら
せ
る
こ
と
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
専
ら
画

面
の
図
様
構
成
に
絞
っ
て
論
を
す
す
め
、
配
置
さ
れ
る
秋
草
の
選
択
や
描
写
、
画
材

や
技
法
に
よ
る
検
証
を
欠
い
て
い
る
。
そ
う
し
た
観
点
を
含
め
て
、
本
稿
の
論
を
検

証
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

加
え
て
、
本
稿
で
詳
し
く
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
に
、
武
蔵
野
図
屏
風
と
水
景

の
関
わ
り
が
あ
る
。
武
蔵
野
図
屏
風
の
源
流
に
あ
る
と
見
た
、《
石
山
寺
縁
起
絵
巻
》

第
四
巻
に
描
か
れ
た
「
秋
草
図
屏
風
」（
図
５
）
や
、高
津
古
文
化
会
館
の
扇
面
画
（
図

４
）、
そ
し
て
、
図
１
で
示
し
た
分
類
の
、
Ⅳ
類
の
う
ち
15
、
Ⅴ
類
16
に
は
、
水
景

が
配
さ
れ
る
。こ
れ
は『
江
戸
名
所
図
会
』に
武
蔵
野
の
景
物
と
記
さ
れ
る「
逃
げ
水
」、

あ
る
い
は
、
本
稿
で
た
び
た
び
言
及
し
た
隅
田
川
と
の
関
わ
り
を
想
起
さ
せ
る
。
二

章
で
述
べ
た
通
り
、『
伊
勢
物
語
』
で
の
武
蔵
野
は
、
富
士
山
、
隅
田
川
の
あ
と
に

登
場
し
、
江
戸
で
定
着
し
た
富
士
筑
波
の
対
概
念
の
背
景
に
も
、
隅
田
川
あ
る
い
は

両
国
橋
か
ら
東
西
を
眺
め
る
と
い
う
文
脈
が
あ
っ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
武
蔵
野

図
屏
風
の
背
後
に
は
、
た
と
え
画
面
に
そ
れ
が
描
か
れ
て
い
な
く
と
も
、
隅
田
川
が

脈
々
と
流
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
武
蔵
野
図
屏
風
に
お
け
る
水
景
を
、
隅
田
川

と
の
結
び
つ
き
を
視
野
に
入
れ
て
検
討
す
る
こ
と
も
ま
た
、
次
な
る
課
題
で
あ
る
。

【
註
】

１

安
達
啓
子
「
日
月
屏
風
と
武
蔵
野
図
屏
風
―
金
剛
寺
本
日
月
山
水
図
屏
風
を
中
心
に
―
」『
日

本
屛
風
絵
集
成

第
九
巻

景
物
画
―
四
季
景
物
』（
講
談
社
、
一
九
七
七
、一
四
三
頁
）。

２

仲
町
啓
子
「
武
蔵
野
図
の
系
譜
」『
花
鳥
画
の
世
界

第
五
巻

瀟
洒
な
装
飾
美
―
江
戸
初

期
の
花
鳥
』（
学
習
研
究
社
、
一
九
八
一
年
、
一
二
四
頁
）
は
次
の
和
歌
を
挙
げ
る
。

女
郎
花
匂
へ
る
秋
の
武
蔵
野
は
つ
ね
よ
り
も
猶
む
つ
ま
じ
き
か
な

�

紀
貫
之
『
後
撰
集
』

武
蔵
野
は
月
の
入
る
べ
き
嶺
も
な
し
尾
花
が
末
に
か
か
る
白
雲

�

源
通
方
『
続
古
今
集
』

武
蔵
野
や
行
け
ど
も
秋
の
果
ぞ
な
き
い
か
な
る
風
の
末
に
吹
く
ら
む

�

源
通
光
『
新
古
今
集
』

行
末
は
空
も
ひ
と
つ
の
武
蔵
野
に
草
の
原
よ
り
出
づ
る
月
か
げ

�

藤
原
良
経
『
新
古
今
集
』

３

新
古
今
集
時
代
の
歌
人
達
が
、
四
十
六
箇
所
の
名
所
を
題
に
、
各
十
首
ず
つ
詠
ん
だ
、
計

四
六
〇
首
の
和
歌
。
後
鳥
羽
院
が
関
東
調
伏
の
た
め
に
建
立
し
た
と
い
う
最
勝
四
天
王
院
の

障
子
に
は
、
四
十
六
の
名
所
絵
が
描
か
れ
て
お
り
、
後
鳥
羽
院
は
四
六
〇
首
の
中
か
ら
名
所

に
一
首
ず
つ
、
計
四
十
六
首
を
選
び
、
障
子
に
貼
ら
せ
た
と
い
う
。

４

註
２
前
掲
論
文
仲
町
、
一
二
四-

一
二
五
頁
。

５

註
２
前
掲
論
文
仲
町
、
一
二
四-

一
二
五
頁
。
家
永
三
郎
『
上
代
倭
絵
全
史
』（
高
桐
書
院
、

一
九
四
六
年
）。

６

古
代
か
ら
中
世
、
近
世
に
か
け
て
の
「
武
蔵
野
」
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
註
２
前

掲
論
文
仲
町
、
及
び
大
原
由
佳
子
「
武
蔵
野
図
屏
風
の
研
究
―
島
根
県
立
石
見
美
術
館
本
を

中
心
に
―
」『
名
古
屋
大
学
人
文
科
学
研
究
』
四
十
三
号
（
名
古
屋
大
学
、
二
〇
一
六
年
、

一-

十
五
頁
）
が
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

７

註
２
前
掲
論
文
仲
町
、
一
二
四-

一
二
五
頁
。

８

並
木
誠
士
「
高
津
古
文
化
会
館
蔵
『
扇
面
草
子
』
に
つ
い
て
」『M

U
SEU

M

』
四
五
二
号
（
東

京
国
立
博
物
館
、
一
九
八
八
年
、
二
五-

三
四
頁
）。

９

山
根
有
三
「
秋
草
図
屏
風
の
成
立
と
展
開
」『
日
本
屛
風
絵
集
成

第
七
巻

花
鳥
画
―
四

季
草
花
』（
講
談
社
、
一
九
七
七
、一
四
二-

一
四
八
頁
）。

10

註
１
前
掲
論
文
安
達
、
一
四
三
頁
。

11

飯
田
真
「《
武
蔵
野
図
屏
風
》
―
静
岡
県
立
美
術
館
所
蔵
作
品
の
紹
介
を
中
心
に
」『
静
岡
県

立
美
術
館
紀
要
』
第
二
十
五
号
（
静
岡
県
立
美
術
館
、
二
〇
〇
九
年
、
一-

九
頁
）。
註
６
前



「武蔵野図屏風」図様の成立と展開 ――江戸東京博物館所蔵甲本を中心に――（春木晶子）

（44）― 223 ―

掲
論
文
大
原
。

12

水
尾
比
呂
志
「
武
蔵
野
図
屏
風
」『
國
華
』
一
二
八
〇
号
（
國
華
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
〇-

二
十
六
頁
）。
註
６
前
掲
論
文
大
原
、
十
頁
。

13
『
日
本
屛
風
絵
集
成

第
九
巻

景
物
画
―
四
季
景
物
』（
講
談
社
、
一
九
七
七
）。

14

註
６
前
掲
論
文
大
原
、
十
一
頁
。

15

註
11
前
掲
論
文
飯
田
、
九
頁
。

16

成
瀬
不
二
雄
『
富
士
山
の
絵
画
史
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
六
十
四
頁
）。

17

井
田
太
郎
「
富
士
筑
波
と
い
う
型
の
成
立
と
展
開
」『
國
華
』
一
三
一
五
号
、
二
〇
〇
五
年
、

三-

十
九
頁
）。

18

中
世
の
日
月
屏
風
五
点
と
は
、
以
下
を
指
す
。「
十
界
図
屏
風
」（
当
麻
寺
奥
院
所
蔵
）、「
日

月
山
水
図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
保
管
）、「
日
月
花
鳥
図
屏
風
」（
出
光
美
術
館
所
蔵
）、「
日

月
山
水
図
屏
風
」（
金
剛
寺
所
蔵
）、「
日
月
松
鶴
図
屏
風
」（
三
井
記
念
美
術
館
）（
玉
蟲
敏
子『
俵

屋
宗
達 

金
銀
の
〈
か
ざ
り
〉
の
系
譜
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
、
三
二
二
頁-

三
二
三
頁
）。
本
稿
で
は
、
玉
蟲
に
従
い
、
こ
れ
ら
を
「
日
月
屏
風
」
と
総
称
す
る
。

19

板
倉
聖
晢
「
日
月
と
素
材
の
関
わ
り
に
つ
い
て
―
金
日
・
銀
月
の
淵
源
を
求
め
て
」『
美
術

史
叢
論
』
九
（
東
京
大
学
文
学
部
美
術
史
研
究
室
、
一
九
九
三
年
、
一
三
三
頁-

一
四
三
頁
）。

20

玉
蟲
敏
子
「
日
月
の
か
ざ
り
物
語
―
室
町
時
代
日
月
屏
風
の
基
盤
を
も
と
め
て
」『
日
本
の

美
学
』
第
十
四
号
（
日
本
の
美
学
編
集
委
員
会
、
一
九
八
九
年
、
四
頁-

二
十
八
頁
）。

21

註
18
前
掲
書
玉
蟲
、
三
二
五
頁
。

22

金
日
は
『
千
載
和
歌
集
』
巻
十
九
、
釈
教
歌
所
収
の
仁
和
寺
後
入
道
法
親
王
の
和
歌
、
銀
月

は
『
金
葉
和
歌
集
』
巻
十
、
雑
部
上
所
収
の
選
子
内
親
王
の
和
歌
を
、
視
覚
化
す
る
と
い
う
。

玉
蟲
に
よ
れ
ば
、こ
の
こ
と
は
、武
田
恒
夫
、有
賀
祥
隆
の
解
釈
を
踏
ま
え
、河
田
昌
之
に
よ
っ

て
明
確
に
指
摘
さ
れ
た
と
い
う
（
註
18
前
掲
書
玉
蟲
、
三
二
四
頁
）。




